
今泉教育長に報告する田村さん

参加した皆さん

山口市長に報告する川堀さん 表彰を受けた鶴田さん

楊子葆台湾文化政務次長（右）
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　夏休みの理科自由研究の魅力を多くの人に伝えよう

と、小学生を対象にした「第1回笠間市こども理科研

究自由研究プレゼン大会」を開催しました。児童の

「理科についての関心」「自由研究についての取り組

み意欲」「プレゼンテーション能力」など、主体性を

持って生きる力を育むことを目的にしています。今回

の大会には12作品、18名の児童が参加し、下記の作

品が入賞しました。

　12月11日（月）、日本の文科省にあたる文化部の楊
ヨウ

子
シ

葆
ホ

台湾文化

政務次長一行が宍戸ヒルズＣＣをはじめ、笠間市内を視察しました。

　楊子葆台湾文化政務次長は宍戸ヒルズＣＣのコースを高く評価し、

「キャンプ地を決める体育署と一緒に検討したい」とコメント。「笠

間の食や笠間焼といった芸術は台湾でも知られている。今後も末長く

交流を進めていきたい」と話しました。

　多年にわたり、軟式野球の普及・

発展に尽力され、県軟式野球連盟

役員として組織の充実発展に貢献

した功績により、川
かわ

堀
ほり

一
いち

郎
ろう

さん（笠

間）が茨城県功績者表彰を受けま

した。

　川堀さんは現在も、笠間市体育

協会の会長として、笠間市のス

ポーツ振興に力を注いでいます。

　スポーツ推進委員として地域に

貢献した功績により、田
た

村
むら

和
かず

己
み

さ

ん（福原）が、全国スポーツ推進

委員研究協議会茨城大会で文部科

学大臣賞を受賞しました。

　田村さんは、笠間市スポーツ推

進委員として、地域に根ざしたス

ポーツ活動に尽力しており、ス

ポーツ競技の企画運営など、さま

ざまな活動に携わっています。

　笠間地区保護司会の鶴
つる

田
た

信
のぶ

晃
あき

さ

ん（随分附）が、長年にわたり罪

を犯した人の更生援助や犯罪予防

活動など保護司活動に尽力された

功績が認められ、法務大臣から表

彰されました。

　鶴田さんは平成9年から法務大

臣の委嘱を受けて保護司となり、

以来20年間ボランティアである

保護司として活動してきました。

東京五輪事前キャンプ誘致のために

「笠間市こども理科研究自由研究プレゼン大会」を開催
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	 さとうの研究	 岩間第一小学校	 並
なみ

木
き

　美
み

奈
な

	 カブト虫とクワガタ一番すきな食べ物は?	 岩間第一小学校	 松
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﨑
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　　桜
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スポーツ振興で
県功績者表彰

スポーツ推進で
文部科学大臣賞

保護司活動で
法務大臣表彰



まちの話題

かさまち考の皆さん

小室さん親子（左から3人）、山口市長、神田さん

稲田小　柳橋さん 友部小　須藤さん 友部中　友部さん

笠間工芸の丘の吉井社長
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　「平成29年度茨城県うるおいのあるまちづくり顕彰事業表彰式」（茨

城県主催）が11月25日（土）に石岡市で行われ、景観や住環境の向上

など、うるおいのあるまちづくりに功績のあった4団体の1つとして、

「笠間のまちと通りのこれからをみんなで考える会（通称：かさまち

考）」がまちづくりグリーンリボン賞を受賞しました。

　街並みづくりガイドラインの策定や笠間朱色の活用など、笠間稲荷

門前通りの賑わいづくり活動が評価されました。代表の沼
ぬま

田
た

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さ

　11月7日（火）、男女共同参画社会への理解と関心を深めてもらうため

に行われた標語と写真の作品コンクールにおいて、最優秀受賞者に賞状

と記念品が贈られました。

　標語コンクール最優秀賞受賞者は、友部第二中学校3年の神
かん

田
だ

千
ち

奈
な

見
み

さん。『想像しよう　未来の笠間　男女で協力　住みやすく』と、共に

助け合うことのできる社会への思いを作品に込めました。

　写真コンクール最優秀賞受賞者は、大田町の小
こ

室
むろ

峰
みね

子
こ

さん。「兄妹」

　第28回大好きいばらき作文コン

クールで、友部さくらさん（友部中

2年）、柳
やなぎ

橋
ばし

琴
こと

音
ね

さん（稲田小4年）、

須
す

藤
とう

美
はる

音
ね

さん（友部小2年）が入賞

しました。

　大好きいばらき作文コンクール

は、県内の小・中学校および高等学

校に在学する児童・生徒を対象とし

たコンクールで、今年は県内542校

の学校から、22,555点の応募があ

りました。

　県民文化センターで11月9日(木)、第56回茨城県更生保護大会が開かれ、「社会を明

るくする運動」の民間協力者として、笠間工芸の丘に法務大臣感謝状が贈られました。

　笠間工芸の丘では、法務省主唱による「社会を明るくする運動」を10数年にわたり続

けていて、その一環として陶芸体験への協力や、自社イベントで刑務所受刑者が制作した

作品を販売するなどの積極的な活動が評価されました。

んは「石畳に整備された門前通りにこれからも賑わいをつくっていきたい」と話していました。

のタイトルで、波打ち際に座り、波にさらわれないよう兄が妹の膝をおさえる姿をおさめた作品です。

　このほかに、標語コンクールでは、優秀賞6点、入選15点。写真コンクールでは、優秀賞2点が入賞しました。

入賞作品については、男女共同参画推進のために活用されます。

まちづくりグリーンリボン賞を受賞

男女共同参画推進作品コンクールで表彰

大好きいばらき作文コンクールで入賞

笠間工芸の丘に法務大臣感謝状

賞 学校名 学年 氏名 作品名

日立財団　奨励賞 友部中 2 友部さくら やさしさ。協力。思いやり。

茨城県議会議長賞 稲田小 4 柳橋　琴音 西茨城百km徒歩の旅にさん加して

日立財団　奨励賞 友部小 2 須藤　美音 わたしのゆめ



寄付金を山口市長に手渡す山城組合長（右）

有限会社三共金属工業所従業員の皆さん

左から、大平さん、富田さん、山口市長、生駒さん親子、福野さん

ＤＲＥＡＭの皆さん
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　『安全・安心まちづくり寄付金』として11月28日（火）、笠間

遊技場組合から市に寄付をいただきました。山
やま

城
しろ

栄
えい

一
いち

組合長は、

「地域の防犯、防災、交通安全等の活動に役立ててほしい」と話

していました。

　同組合からは毎年寄付をいただいていて、犯罪抑止のための防

犯カメラの設置・管理など、市民の安全を守り、安心なまちづく

りのために活用しています。

　昭和63年から押辺地区で金属製品製造を主な業務とし

て、建築部材や自動車部品等を生産している有限会社三共

金属工業所から、市に寄付金をいただきました。

　寄付にあたり三共金属工業所の鈴木社長は、「笠間市に

工場を設立して約30年。これからもこの地で頑張ってい

きたい。寄付金は笠間市の子どもたちのためにぜひ役立て

てほしい」と思いを話してくれました。

　市では寄付金を活用し、一人親家庭の資格取得等、子ど

もたちの福祉の分野に役立てます。

　茨城県の地域や産業を元気にする優れたデザインを選定する

「いばらきデザインセレクション2017」が開催され、市内から

ソーシャルデザイン部門で「酒米田んぼオーナー制度」の上郷地

域うまい米づくり研究会、テーマセレクション部門で「庭カフェ

KULA」、プロダクトデザイン部門は「陶彩選器」で笠間焼協同

組合青年部の3件が選ばれました。

　報告のため訪れたのは、上郷地域うまい米づくり研究会の生

駒さん親子、庭カフェKULAオーナーの富田さんと中庭を施工

安全・安心なまちづくりのために寄付金

子どもたちの福祉のために

いばらきデザインセレクションに選定
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市
民
体
育
館

スポーツファイル

した大平造園土木の大平さん、笠間焼協同組合青年部長の福野さん。どのデザインもこだわり抜いて作り上げられ

たことが伝わり、それぞれに代表者の熱意が感じられました。



まちの話題

左から、小林副校長、菅原笠間支部長

左から、石坂真岡市長、山口市長

しらさぎ会の皆さんと山口市長（中央）

石井神社大鳥居
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　LPガス機器を快適に使用し、災害時にも強いガスの重要性や利便性を

知ってもらうため、茨城県高圧ガス保安協会が小学校などに最新式のS i

センサーコンロを贈りました。

　今年度は、笠間小学校に8台のS iセンサーコンロが寄贈され、11月25

日（土）、同協会笠間支部主催で「親子ふれあい料理教室事業」が開かれま

した。料理教室には親子9組19人が参加し、笠間市ヘルスリーダーの会指

導のもと、ナポリタンやせん切り野菜の卵スープなどを作り、使いやすさ

を体感しました。

　笠間市と栃木県真岡市は11月15日（水）に、「災害時における相互応援に

関する協定」を締結しました。

　平成29年3月に「原子力災害時における笠間市民の県外広域避難に関する

協定書」を真岡市と締結したことがきっかけとなり実現しました。同協定を

結んだ3市2町の中では、すでに小山市と相互応援協定を結んでおり、真岡

市は2市目となります。

　今後、地震や水害などの大規模災害が発生し、被災者救助等の応急措置が

　11月11日（土）、12日（日）の2日間、上加賀田公民館で、上加

賀田盆栽山野草展が開催されました。同展は今年で10周年。会場

には、思い思いの盆栽や山野草100鉢以上が展示され、来場者の目

を楽しませていました。

　山野草展を主催した「しらさぎ会」は約35名の会員で運営され、

展覧会は春と秋の年2回行われています。しらさぎ会を含め、地区

では三世代交流を活発に行い、地域の高齢者から子どもまで、みん

なが交流できる機会を今後もつくっていきたいとのことです。

　石井神社（石井）参道入り口の大鳥居が、約120年ぶりに建て替えられ、

11月15日（水）、約30名の参列者や市民が見守る中、鳥居の初くぐり

や参道渡り初めなどの式典が行われました。

　石井神社は、西暦807年に社殿の再建の記録がある古く長い歴史のあ

る神社で、これまでの大鳥居は明治34年に建立された欅造りのもので

した。

　鳥居は、高さ約6m、幅8m、唐紅色の鉄製造りで、黒く塗られた木

困難となった場合は、避難者を一次収容するために必要な施設や食料品、飲料水などの生活必需品、施設の応急復

旧に必要な物資の提供など、相互に応援を行うようになりました。

　市では、今後も自治体や民間企業などと災害支援協定の締結を進め、災害時における被災者支援を充実させてい

きます。

製の屋根を施した両部鳥居です。水田和宏宮司は「氏子さんたちの力で建てられたこの大鳥居が、石井地区そして

笠間の新たなシンボルとなり、地域活性化につながれば」と話しました。

真岡市と災害時の相互応援協定を締結

笠間小学校に最新式センサーコンロを寄贈

上加賀田盆栽山野草展が10周年

約120年ぶりに石井神社大鳥居が完成


